
　

光
二
十
年
（
巻
一
七
〇
）
、
二
十
二
年
（
巻
一
七
四
、
一
七
五
）
に
も
名
が

　

み
え
、『
清
代
中
琉
関
係
档
案
続
編
』
に
道
光
九
年
の
土
通
事
と
し
て
名
が

　

み
え
る
。

（43

）
公
同　

共
同
。
一
緒
に
。

（44

）
鄭
懋
昌　

鄭
澄
瀾
の
子
。
咸
豊
三
年
に
鄭
澄
瀾
が
死
去
し
た
の
で
、
そ
の

　

補
充
と
し
て
土
通
事
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
た
。

（45

）
僉
挙　

皆
で
推
挙
す
る
。

（46

）
儀
文　

公
式
の
文
章
。
儀
式
用
の
文
。

（47

）
親
供　

自
ら
供
述
す
る
。
自
供
。
申
し
立
て
。

（48

）
保
結　

他
人
の
身
分
や
行
為
を
保
証
す
る
保
証
書
。

（49

）
印
結　

認
印
の
あ
る
保
証
書
。

（50

）
遺
欠　

空
白
に
な
っ
た
前
任
者
の
ポ
ス
ト
。
欠
け
た
状
態
の
役
職
の
こ
と
。

（51

）
接
頂　

欠
員
補
充
。
新
た
に
引
き
継
い
で
職
務
に
当
た
る
。

（52

）
供
応　

官
府
の
必
要
と
す
る
品
物
を
調
達
す
る
こ
と
。
提
供
、
供
給
、
補

　

給
。
ま
た
接
待
す
る
こ
と
、
も
て
な
す
こ
と
。

（53

）
陶
慶
章　

咸
豊
三
年
の
福
防
同
知
。
巻
一
九
七
で
は
署
福
防
同
知
と
あ
る
。

2-193-10

福
建
布
政
使
司
よ
り
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
あ
て
、
八
重
山
漂
着
の

中
国
人
苦
力
の
護
送
許
可
を
通
知
す
る
旨
の
咨
文

（
咸
豊
三
《
一
八
五
三
》
、
三
、
三
十
）

　

福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
咨
覆
す
る
事
の
為
に
す
。

　

咸
豊
二
年
十
月
二
十
八
日
、
請
諭
の
正
使
王
舅
馬
克
承
・
副
使
正
議
大
夫

梁
必
達
等
の
稟
も
て
繳
め
た
る
貴
国
王
世
子
の
咨
に
拠
る
に
（
次
の
如
く
）

開
せ
り
。

　

照
ら
し
得
た
る
に
、
咸
豊
二
年
三
月
二
十
三
日
、
本
国
属
島
の
八
重
山
地

方
官
の
報
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
咸
豊
二
年
二
月
十
九
日
、
𠸄
国
船
隻
、
本

島
の
崎
枝
の
洋
面
に
漂
到
す
る
有
り
。
走
り
て
暗
礁
に
上
り
、
正
に
危
急
に

在
れ
ば
、
該
𠸄
夷
、
即
ち
に
搭
駕
せ
る
中
国
人
三
百
八
十
名
・
𠸄
人
一
名
を

将
て
上
岸
せ
し
む
。
翌
朝
、
船
纔
か
に
潮
に
随
い
て
礁
を
下
る
。
二
十
三
日

に
至
り
て
上
岸
の
人
等
を
捨
て
置
き
開
洋
し
て
去
れ
り
。

　

詢
い
た
る
と
こ
ろ
、
難
人
蔡
祥
慶
等
の
口
称
に
拠
る
に
、
慶
等
は
福
建
泉

州
府
の
同
安
県
・
晋
江
県
・
南
安
県
・
恵
安
県
・
安
渓
県
、
汀
州
府
の
龍
江

県
、
漳
州
府
の
龍
渓
県
等
の
処
の
人
民
に
係
る
。
𠸄
国
に
往
き
て
生
理
を
為

さ
ん
と
し
て
該
船
に
搭
駕
す
。
咸
豊
二
年
二
月
初
一
日
、
厦
門
に
在
り
て

開
船
し
、
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
貴
島
に
漂
到
す
。
礁
に
上
り
て
危
険
な
れ

ば
、
慶
等
、
上
岸
し
て
其
の
礁
を
下
る
を
候
つ
。
乃
る
に
𠸄
夷
、
慶
等
三
百

八
十
名
並
び
に
𠸄
人
一
名
を
将
て
島
に
置
き
て
開
去
せ
り
。
船
を
撥
し
て
護

送
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
懇
求
す
、
等
の
語
あ
り
。
即
ち
に
例
に
照
ら
し
て
館
に

発
り
て
安
頓
せ
し
め
、
食
を
給
し
て
養
贍
せ
り
。
該
難
人
の
内
、
一
十
名
は

先
後
し
て
病
故
し
た
れ
ば
、
倶
に
経
に
棺
を
給
し
て
埋
葬
す
」
等
の
由
あ
り

て
前
来
す
。

　

随
即
に
聖
祖
仁
皇
帝
の
諭
旨
を
欽
遵
し
、
将
に
船
を
撥
し
て
該
難
人
等
を

護
送
し
て
閩
に
到
ら
し
め
ん
と
す
。
詎
ら
ざ
る
も
、
四
月
二
十
日
に
於
て
、

又
、
該
地
方
官
の
報
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
三
月
十
六
・
十
八
等
の
日
、
𠸄

船
二
隻
先
後
し
て
島
に
到
る
有
り
。
随
い
で
来
歴
を
訪
ね
た
る
に
言
語
通
ぜ



ず
。
内
に
通
事
一
名
有
り
。
姓
は
羅
、
名
は
元
祐
、
即
ち
福
建
海
澄
県
の
人

な
り
。
称
に
拠
る
に
、
該
難
人
等
は
前
月
、
𠸄
船
に
搭
駕
し
て
往
き
て
金
山

に
到
ら
ん
と
す
る
の
時
、
洋
に
在
り
て
船
主
・
水
梢
共
に
六
名
を
兇
殺
せ

り
。
是
を
以
て
厦
門
に
駐
箚
す
る
𠸄
官
は
、
船
二
隻
を
遣
わ
し
て
島
に
到
り

て
拿
獲
し
て
罪
を
問
わ
ん
と
す
、
等
の
語
あ
り
。
即
ち
に
𠸄
人
四
十
余
名
、

兵
器
を
携
帯
し
上
岸
し
て
査
拿
す
る
有
り
。
当
に
経
に
該
難
人
等
、
情
を
講

じ
て
𠸄
夷
に
附
従
す
る
者
一
十
八
名
、
擒
獲
せ
ら
る
る
者
五
名
、
鳥
鎗
に
中

り
て
斃
る
る
者
三
名
、
縊
死
す
る
者
二
名
あ
り
。
其
の
余
は
山
中
に
竄
躱
し

拿
捕
す
る
を
得
ず
。

　

該
通
事
羅
元
祐
、
本
官
に
告
げ
て
、
該
難
人
等
は
共
に
是
れ
奸
邪
の
匪
徒

な
れ
ば
、
必
ず
再
た
来
た
り
て
捕
獲
せ
ん
と
す
、
と
云
う
。
乃
ち
獲
ら
え
た

る
所
の
二
十
五
名
並
び
に
𠸄
人
一
名
を
将
て
両
隻
に
派
載
し
、
二
十
三
日
に

於
て
連
䑸
し
て
開
去
せ
り
。
該
の
山
中
に
竄
躱
せ
る
者
は
仍
ち
旧
館
に
来
た

り
て
居
住
す
。

　

本
官
、
即
ち
に
𠸄
夷
、
何
の
縁
故
有
り
て
此
の
如
く
騒
擾
せ
る
や
と
問
う

に
、
答
え
て
云
う
。
前
月
、
洋
に
在
る
の
時
、
𠸄
夷
、
我
が
同
輩
の
病
を
患

う
者
二
人
を
将
て
海
中
に
抛
棄
し
た
れ
ば
、
我
等
三
、
四
十
人
、
忽
然
と
し

て
怒
り
を
発
し
船
主
・
水
梢
共
に
六
名
を
打
殺
せ
り
。
是
の
時
、
我
が
同
輩

五
名
も
亦
た
𠸄
夷
に
打
殺
せ
ら
る
。
今
、
𠸄
夷
、
専
ら
此
の
事
の
為
に
島
に

来
た
り
て
騒
擾
す
、
等
の
語
あ
り
。

　

嗣
い
で
四
月
初
四
日
に
於
て
、
又
、
𠸄
船
一
隻
、
島
に
到
り
て
五
十
七
名

を
拿
獲
す
る
有
り
。
其
の
余
は
山
中
に
竄
躱
し
拿
獲
す
る
を
得
ず
。
該
通

事
、
告
ぐ
る
に
再
た
来
た
り
て
拿
尽
せ
ん
と
す
る
を
以
て
す
。
乃
ち
獲
ら

え
た
る
所
の
五
十
七
名
を
将
て
原
船
に
載
せ
、
十
二
日
に
於
て
開
去
せ
り
。

該
の
竄
躱
せ
る
者
は
即
ち
に
山
中
よ
り
館
に
回
り
て
居
住
す
。
内
、
一
十
三

名
は
先
後
し
て
病
故
し
、
一
名
は
縊
死
し
た
れ
ば
、
倶
に
経
に
棺
を
給
し
て

埋
葬
せ
り
。
附
従
す
る
者
一
十
八
名
、
擒
獲
せ
ら
る
る
者
六
十
二
名
、
並
び

に
接
取
せ
る
𠸄
人
一
名
、
鳥
鎗
に
中
り
て
斃
る
る
者
三
名
、
縊
死
せ
る
者
三

名
、
前
後
し
て
病
故
せ
る
者
二
十
三
名
を
除
く
の
外
、
現
に
在
る
の
二
百
七

十
一
名
は
旧
に
仍
っ
て
収
養
せ
り
」
等
の
由
あ
り
て
前
来
す
。

　

査
す
る
に
、
該
難
人
等
は
寔
に
天
朝
の
民
に
係
る
。
今
、
遠
く
海
島
に
在

り
て
郷
を
離
れ
る
こ
と
日
久
し
け
れ
ば
、
誠
に
憐
れ
む
べ
き
に
属
す
。
本
よ

り
応
に
早
き
に
及
ん
で
解
送
し
て
閩
に
到
ら
し
む
べ
し
。
但
だ
𠸄
夷
、
其
の

洋
に
在
り
て
𠸄
国
の
船
主
・
水
梢
等
を
打
殺
せ
ら
る
る
に
因
り
、
怒
り
を
含

み
て
怨
み
を
蓄
え
、
屢
々
経
に
船
を
遣
わ
し
島
に
到
り
、
或
い
は
之
を
擒
ら

え
、
或
い
は
之
を
殺
し
、
其
の
山
中
に
竄
躱
す
る
者
は
、
告
ぐ
る
に
重
ね
て

来
た
り
て
拿
尽
せ
ん
と
す
る
を
以
て
す
。

　

且
つ
顧
う
に
、
𠸄
夷
の
兇
暴
な
る
こ
と
非
常
に
し
て
、
伯
徳
令
の
国
に
留

ま
り
て
よ
り
以
来
、
船
隻
往
来
し
、
常
に
隙
を
窺
い
事
を
滋
さ
ん
と
す
る
の

意
有
り
。
若
し
苟
且
に
船
を
撥
し
該
難
人
等
を
護
送
し
て
閩
に
到
ら
し
む
れ

ば
、
𠸄
夷
、
重
ね
て
来
た
る
の
と
き
、
其
の
命
に
違
う
を
以
て
怒
り
を
発
し

罪
を
加
え
て
禍
害
の
国
家
に
及
ぶ
を
深
く
恐
る
。
現
今
、
飭
し
て
衣
食
を
給

与
し
、
意
を
加
え
て
撫
恤
し
て
、
護
送
の
挙
を
将
て
暫
く
停
止
を
行
わ
し

む
。
統
べ
て
情
に
拠
り
て
撫督

両
院
に
転
詳
し
、
妥
為
く
査
辦
せ
し
め
、
敝
国



を
し
て
該
難
人
を
護
送
し
て
以
て
事
無
き
を
得
さ
し
め
ん
こ
と
を
祈
る
。
理

と
し
て
合
に
咨
も
て
請
う
べ
し
。
査
照
し
て
施
行
せ
し
を
賜
覆
さ
れ
た
し
、

等
の
因
あ
り
て
司
に
到
る
。
此
れ
を
准
け
た
り
。

　

又
、
抄
片
も
て
行
査
す
る
事
の
為
に
す
。

　

咸
豊
二
年
十
一
月
初
十
日
、
前
総
督
部
堂
季
（
芝
昌
）
の
憲
箚
を
奉
け
た

る
に
（
以
下
の
如
し
）
。

　

照
ら
し
得
た
る
に
、
本
部
堂
、
咸
豊
二
年
十
一
月
初
七
日
に
於
て
福
建
撫

部
院
王
（
懿
徳
）
と
会
同
し
、
附
片
も
て
具
奏
せ
る
と
こ
ろ
の
、
琉
球
国
王

世
子
、
使
を
遣
わ
し
て
咨
文
を
齎
到
せ
し
め
た
る
こ
と
、
閩
省
内
地
の
民
人

蔡
祥
慶
等
、
洋
に
在
り
て
琉
球
地
方
に
漂
収
し
て
安
頓
し
た
る
こ
と
、
𠸄
咭

唎
国
夷
船
の
前
往
し
て
六
十
余
人
を
拿
え
回
さ
る
る
こ
と
、
尚
お
二
百
余
人

は
該
国
に
寄
寓
す
る
有
る
こ
と
、
現
に
経
に
分
別
に
査
辦
し
つ
つ
あ
る
こ
と

の
各
縁
由
の
一
片
あ
り
。
硃
批
を
奉
到
す
る
を
俟
ち
て
另
に
録
し
て
飭
知
す

る
を
除
き
、
并
び
に
片
稿
・
原
咨
・
名
冊
を
抄
録
し
て
、
欽
差
大
臣
両
広

督
部
堂
に
飛
咨
し
、
粤
に
在
る
の
夷
酋
に
照
会
せ
し
め
、
厦
門
領
事
に
転

飭
し
て
迅
速
に
交
審
せ
し
む
。
及
た
興
泉
永
道
に
行
じ
て
即
速
に
厦
防
同
知

を
督
同
し
、
𠸄
国
の
厦
に
在
る
の
領
事
巴
遘
士
に
照
会
し
、
条
約
に
遵
照

し
て
迅
や
か
に
前
に
琉
球
国
に
在
り
て
拿
え
回
り
た
る
の
閩
省
内
地
の
民
人

を
将
て
名
に
按
じ
て
交
出
せ
し
め
、
該
道
・
庁
等
の
公
を
秉
り
て
審
辦
す

る
を
聴
候
せ
し
め
、
並
び
に
抄
片
内
に
指
す
所
の
各
節
を
将
て
明
晰
に
寔

に
拠
り
声
覆
し
て
核
辦
せ
し
む
べ
し
。
一
面
に
は
、
泉
州
府
及
び
同
安
・
晋

江
・
南
安
・
恵
安
・
安
渓
等
の
県
に
転
飭
し
、
一
体
に
該
民
人
等
は
平
日
家

に
在
り
て
実
在
、
是
れ
良
な
る
や
是
れ
匪
な
る
や
を
確
査
せ
し
め
、
各
該
族

房
の
保
隣
各
一
人
に
査
伝
し
、
切
寔
の
供
結
を
訊
取
し
、
呈
送
し
て
通
詳

せ
し
む
べ
し
。
該
道
は
職
ら
夷
務
を
司
れ
ば
、
必
ず
須
ら
く
督
飭
し
て
認
真

に
査
辦
せ
し
め
、
稍
も
泄
延
し
て
遷
就
す
る
に
任
せ
、
大
い
に
未
だ
便
な

ら
ざ
る
に
干
わ
る
を
得
る
毋
か
ら
し
む
べ
し
。

　

曁
た
汀
漳
龍
道
に
行
じ
て
漳
州
府
龍
渓
県
に
転
飭
し
、
該
民
人
等
は
平
日

家
に
在
り
て
寔
在
、
是
れ
良
な
る
や
是
れ
匪
な
る
や
を
確
査
せ
し
め
、
該
族

房
の
保
隣
各
一
人
に
査
伝
し
、
切
寔
の
供
結
を
訊
取
し
、
呈
送
し
通
詳
し
て

核
辦
せ
し
む
べ
し
。
琉
球
国
よ
り
咨
送
せ
る
原
冊
に
開
造
せ
る
の
蘇
章
一
名

は
汀
州
府
の
龍
江
県
人
に
係
る
、
等
の
語
に
至
り
て
は
、
査
す
る
に
、
閩
省

汀
州
府
に
は
並
え
て
龍
江
県
無
け
れ
ば
、
該
府
所
属
の
各
県
内
に
蘇
章
其
の

人
有
り
や
無
き
や
を
究
竟
せ
し
め
、
並
び
に
即
ち
に
分
飭
し
て
査
覆
せ
し
む

べ
し
。
並
び
に
福
臬
司
に
行
じ
て
一
体
に
飛
速
に
移
行
し
、
分
別
に
遵
照
し

て
辦
理
せ
し
む
べ
し
。
該
司
、
並
び
に
閩
省
総
局
・
司
道
に
移
し
、
夷
務
の

各
委
員
を
督
同
し
て
移
飭
し
て
査
照
せ
し
む
る
の
外
、
合
并
し
て
抄
片
も
て

行
知
す
。
牌
を
備
え
て
司
に
到
れ
ば
、
即
速
に
一
体
に
移
行
し
遵
辦
せ
し
め

よ
。
該
司
、
仍
お
此
の
案
を
査
訊
し
明
確
な
る
を
俟
ち
、
随
時
、
琉
球
国
王

世
子
に
咨
覆
し
て
査
照
せ
し
め
よ
。
遅
る
る
毋
か
れ
。
速
速
せ
よ
、
と
あ
り
。

　

又
、
巡
撫
部
院
王
（
懿
徳
）
の
批
を
奉
け
た
る
興
泉
永
道
の
具
稟
は
（
次

の
如
し
）
。

　

奉
査
し
た
る
に
「
閩
省
の
民
人
蔡
祥
慶
等
、
洋
に
在
り
て
琉
球
地
方
に
漂

収
し
て
安
頓
し
た
る
こ
と
、
𠸄
咭
唎
国
の
船
の
前
往
し
て
六
十
余
人
を
拿
え



回
さ
る
る
こ
と
、
並
び
に
当
時
、
鎗
斃
・
縊
死
す
る
も
の
の
外
、
尚
お
二
百

余
人
有
り
て
仍
お
琉
球
に
在
れ
ば
、
飭
し
て
即
ち
に
条
約
に
遵
照
し
て
𠸄

国
の
夷
酋
に
照
会
し
、
先
に
拿
え
回
り
た
る
の
人
を
将
て
交
出
せ
し
め
て
審

辦
し
、
一
面
に
は
各
節
を
査
照
し
て
明
晰
に
声
覆
せ
し
む
べ
し
」
等
の
因
あ

り
。
遵
い
て
経
に
道
よ
り
𠸄
領
事
巴
遘
士
に
照
会
し
て
査
復
せ
し
む
。

　

旋
い
で
復
称
に
拠
る
に
「
査
す
る
に
、
此
の
案
は
前
に
米
国
領
事
の
移
に

拠
る
に
称
す
ら
く
、
伊
の
国
の
商
船
一
隻
の
船
主
曁
び
水
手
数
名
は
、
倶
に

船
に
搭
る
の
閩
人
に
兇
殺
せ
ら
る
。
後
に
経
に
罪
を
畏
れ
て
琉
球
地
方
に
逃

匿
し
た
れ
ば
、
厦
門
に
は
米
国
の
兵
船
無
き
に
因
り
、
𠸄
船
を
撥
派
し
て
前

赴
せ
し
め
、
代
為
り
て
兇
手
を
追
擒
し
て
以
て
閩
省
に
転
交
し
審
辦
す
る
に

便
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
求
請
す
。
当
に
経
に
前
領
事
の
蘇
は
、
戦
船
二
隻
を

特
派
し
、
琉
球
に
往
赴
し
て
逃
匿
せ
る
閩
人
数
十
名
を
拿
え
回
り
て
厦
に
到

ら
し
む
。
当
に
米
国
官
船
も
厦
に
来
た
る
有
り
。
経
に
𠸄
国
の
水
師
官
、
拿

え
回
り
た
る
閩
人
等
を
将
て
名
に
按
じ
て
交
代
し
明
白
な
ら
し
め
、
随
い
で

経
に
帯
び
て
粤
省
に
至
る
。
米
官
よ
り
章
程
に
依
照
し
、
華
官
に
転
交
し
て

審
辦
せ
し
む
、
と
あ
り
。
来
文
の
指
す
所
の
案
内
の
情
節
は
稽
査
す
る
に
従

る
無
し
。
煩
わ
く
は
米
国
官
員
に
向
い
て
査
詢
し
て
方
め
て
寔
情
を
得
さ
し

め
ん
こ
と
を
」
等
の
語
あ
り
。

　

又
、
経
に
請
に
拠
り
て
米
国
領
事
裨
烈
利
に
照
会
し
去
後
れ
り
。

　

茲
に
復
称
に
拠
る
に
「
按
ず
る
に
、
此
の
事
は
本
合
衆
国
に
属
す
る
に
係

り
、
𠸄
船
に
非
ざ
る
な
り
。
該
船
主
は
沿
海
に
在
り
て
閩
省
の
民
人
共
に
四

百
零
一
十
名
を
搭
せ
て
、
本
合
衆
国
金
山
地
方
に
往
き
て
工
と
作
さ
し
め
ん

と
欲
す
。
詎
ん
ぞ
料
ら
ん
、
船
、
洋
面
に
出
て
数
日
、
搭
せ
る
所
の
人
等
は

船
に
在
り
て
機
に
乗
じ
て
乱
を
作
し
、
船
主
一
名
・
舵
工
二
名
・
水
手
四
名

を
殺
死
す
る
と
は
。
共
に
七
名
に
係
る
。
後
に
殺
し
余
す
の
水
手
を
強
圧
し

て
舟
を
行
し
て
崎
枝
の
洋
面
に
至
り
、
暗
礁
に
走
り
上
る
の
時
、
衆
く
の
閩

人
は
倶
に
各
々
逃
走
し
島
に
上
る
。
唯
だ
二
十
一
名
の
み
留
り
て
船
に
在

り
。
船
は
潮
に
随
い
て
礁
を
下
る
に
及
び
、
殺
し
余
す
所
の
水
手
は
乃
ち
機

に
乗
じ
、
並
び
に
留
ま
る
所
の
二
十
一
名
の
閩
人
を
載
せ
て
厦
に
転
ず
。
其

の
兵
船
は
崎
洋
の
海
島
に
到
り
て
諸
閩
人
を
拿
獲
し
、
経
に
帯
び
て
粤
省
に

往
く
有
り
。
本
合
衆
国
の
大
員
よ
り
、
章
程
に
依
照
し
て
審
辦
し
、
罪
を
定

め
た
る
十
八
名
は
華
官
に
交
す
る
を
除
く
の
外
、
余
は
皆
、
本
合
衆
国
の

兵
船
に
配
載
し
厦
に
到
り
て
田
里
に
放
ち
帰
ら
し
む
。
另
に
審
辦
す
る
所
の

情
節
は
、
粤
省
に
在
る
に
縁
り
て
本
領
事
は
詳
細
を
甚
だ
し
く
す
る
無
し
。

但
だ
思
う
に
、
此
の
案
は
粤
に
在
り
て
は
経
已
に
審
辦
し
定
着
し
た
れ
ば
、

則
ち
其
の
余
は
以
て
問
わ
ざ
る
べ
し
。
尚
お
留
ま
り
て
崎
枝
洋
の
海
島
に
在

る
所
の
人
は
、
或
い
は
琉
球
国
よ
り
船
を
配
し
て
載
せ
回
り
、
或
い
は
華
国

船
、
処
に
到
り
て
載
せ
回
る
も
倶
に
可
な
り
」
等
の
由
あ
り
て
前
来
す
。

　

伏
し
て
査
す
る
に
、
該
夷
酋
等
の
先
後
し
て
照
復
せ
る
各
情
は
、
琉
球
国

王
世
子
の
原
咨
と
逐
一
吻
合
す
る
こ
と
能
わ
ず
と
雖
も
、
其
の
大
概
の
情
形

を
核
べ
た
る
に
、
尚
お
大
い
に
相
剌
謬
す
る
に
は
至
ら
ず
。
該
夷
の
前
咨

に
、
拿
え
回
り
た
る
の
数
十
人
は
、
先
に
経
に
粤
省
に
帯
往
し
て
地
方
官
に

交
し
て
審
辦
せ
し
む
る
を
除
く
の
外
、
余
は
倶
に
厦
門
に
載
せ
回
り
釈
放
し

て
完
案
せ
り
。
其
の
現
に
琉
球
に
在
る
の
人
は
、
該
夷
、
亦
た
復
た
顧
み



て
問
わ
ず
。
惟
だ
該
民
人
の
蔡
祥
慶
等
は
、
平
日
家
に
在
り
て
実
在
、
是
れ

良
な
る
や
是
れ
匪
な
る
や
は
、
必
ず
須
ら
く
査
訊
し
て
明
確
に
し
、
方
め
て

核
寔
を
昭
ら
か
に
す
べ
し
。
分
別
に
汀
漳
龍
道
・
泉
州
府
に
移
行
し
、
原
籍

の
各
県
に
分
飭
し
て
迅
即
に
族
保
・
隣
佑
に
査
伝
し
、
切
実
の
供
結
を
訊
取

し
、
呈
送
し
て
通
詳
し
察
辦
せ
し
む
る
を
除
く
の
外
、
合
に
査
詢
せ
る
情
形

を
将
て
稟
も
て
察
核
を
乞
う
べ
し
、
と
の
縁
由
あ
り
。

　

批
を
奉
け
た
る
に
「
査
す
る
に
、
現
に
琉
球
国
に
住
ま
る
の
内
地
の
民
人

蔡
祥
慶
等
は
、
既
に
米
国
の
夷
領
事
よ
り
前
情
を
移
覆
す
る
に
拠
り
、
該

民
人
等
は
是
れ
良
な
る
や
是
れ
匪
な
る
や
を
、
応
に
即
ち
に
船
を
配
し
て
載

せ
回
り
て
査
訊
し
辦
理
す
べ
し
。
其
の
前
に
𠸄
船
に
拿
え
回
さ
る
る
数
十
人

の
内
、
称
に
拠
る
に
、
十
八
名
は
粤
東
に
帯
往
せ
ら
れ
、
米
国
の
夷
官
よ
り

章
程
に
依
照
し
て
粤
省
に
転
交
し
、
審
辦
し
て
罪
を
定
め
し
む
。
其
の
余
は

船
を
配
し
て
厦
に
到
れ
ば
田
里
に
放
ち
帰
ら
し
む
べ
し
、
等
の
語
あ
り
。
応

に
移
咨
し
て
査
覆
せ
し
む
べ
き
や
否
や
は
、
司
に
仰
じ
て
前
指
に
遵
照
せ
し

め
、
並
び
に
蔡
祥
慶
等
は
応
に
何
船
に
配
し
て
内
地
に
載
せ
回
す
べ
き
や
を

将
て
、
日
を
剋
し
て
心
を
悉
く
し
て
妥
議
し
、
通
詳
し
て
察
奪
せ
し
め
よ
。

一
面
に
各
道
府
に
移
行
し
、
各
籍
の
県
に
分
飭
し
て
族
隣
に
査
伝
し
、
切
結

を
訊
取
し
、
通
詳
し
て
核
辦
せ
し
め
よ
、
並
び
に
𠸄
船
の
載
せ
回
り
た
る
民

人
は
曾
て
厦
に
到
り
て
放
ち
回
ら
せ
る
や
否
や
を
査
明
し
、
覆
を
具
え
て
察

査
せ
し
め
よ
、
仍
お
督
部
堂
の
批
示
を
候
て
、
繳
す
、
稟
は
抄
発
す
」
と
あ

り
。
並
び
に
興
泉
永
道
の
移
を
准
け
た
る
に
、
前
因
に
同
じ
。
各
々
司
に
到

る
。
此
れ
を
奉
准
せ
り
。

　

復
た
経
に
両
院
憲
に
詳
請
し
、
欽
差
大
臣
両
広
督
部
堂
葉
（
名
琛
）
に
移

咨
し
て
転
飭
し
査
覆
せ
し
む
。
曁
び
興
泉
永
道
・
汀
漳
龍
道
に
分
移
し
、
各

籍
の
県
に
檄
飭
し
て
各
該
族
隣
に
査
伝
し
、
該
民
人
等
は
平
日
家
に
在
り
て

是
れ
良
な
る
や
是
れ
匪
な
る
や
を
訊
明
し
、
切
寔
の
供
結
を
取
具
し
、
通
送

し
て
核
辦
せ
し
む
。
並
び
に
𠸄
船
の
載
せ
回
り
た
る
民
人
は
曾
て
厦
に
到
り

て
放
ち
回
ら
せ
る
や
否
や
を
査
明
し
、
覆
を
具
え
て
察
査
せ
し
む
。
曁
び
琉

球
国
は
現
に
何
項
の
便
船
の
、
以
て
着
し
て
内
地
の
民
人
蔡
祥
慶
等
を
将
て

載
せ
回
ら
し
む
る
に
堪
う
る
有
る
や
の
処
は
、
福
防
庁
に
飭
拠
し
て
詳
称
せ

し
め
た
る
と
こ
ろ
（
次
の
如
し
）
。

　

札
を
奉
け
た
る
に
、
本
年
、
琉
球
国
は
何
項
の
便
船
の
閩
に
来
た
り
、
以

て
着
し
て
現
琉
球
に
住
ま
る
の
内
地
の
民
人
蔡
祥
慶
等
を
将
て
配
運
し
て
内

地
に
載
せ
回
り
て
審
辦
す
る
に
堪
う
る
こ
と
有
る
や
無
き
や
を
飭
査
せ
し

め
、
日
を
剋
し
て
妥
議
し
、
詳
覆
し
て
察
奪
せ
し
む
、
等
の
因
あ
り
。
正
に

飭
査
し
て
核
辦
せ
し
む
る
の
間
に
在
り
て
、
琉
球
の
請
諭
の
正
使
王
舅
馬
克

承
等
の
稟
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
切
か
に
上
年
二
月
二
十
三
日
、
𠸄
船
、
敝

国
の
八
重
山
島
の
洋
面
に
漂
到
す
る
有
り
。
船
内
の
難
民
三
百
八
十
名
・
𠸄

夷
一
名
は
上
岸
し
た
る
に
、
其
の
船
は
随
即
に
開
去
せ
り
。
敝
国
主
、
当
即

に
飭
査
せ
し
む
。
詢
い
た
る
と
こ
ろ
、
難
人
蔡
祥
慶
の
供
称
に
拠
る
に
、
倶

に
福
建
の
漳
・
泉
各
属
の
人
氏
に
係
る
。
本
年
二
月
初
一
日
、
厦
門
に
在
り

て
搭
船
し
𠸄
国
に
開
往
し
貿
易
せ
ん
と
し
て
、
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
、
漂

流
し
て
此
に
至
れ
ば
護
送
せ
ん
こ
と
を
懇
求
す
、
等
の
語
あ
り
。
当
に
経
に

館
を
設
け
安
頓
し
て
撫
恤
せ
し
む
。
三
・
四
両
月
の
間
に
迨
ん
で
、
又
、
𠸄



船
三
隻
、
先
後
し
て
到
来
す
る
有
り
。
𠸄
夷
は
各
々
器
械
を
持
ち
て
岸
に
登

る
こ
と
畳
次
、
拿
え
ら
る
る
難
民
八
十
余
名
を
船
に
載
せ
て
去
る
。
又
、
該

難
民
の
陸
続
と
し
て
病
故
せ
る
二
十
三
人
は
、
倶
に
棺
衾
を
給
し
て
葬
埋
す

る
の
外
、
現
に
在
る
の
二
百
七
十
一
名
は
、
理
と
し
て
合
に
船
に
配
し
て
護

送
す
べ
し
。
縁
み
に
該
通
事
羅
元
祐
の
云
う
に
拠
る
に
、
難
民
は
𠸄
夷
と
船

に
在
り
て
互
い
に
人
命
を
傷
つ
け
肇
衅
多
端
な
り
、
等
の
語
あ
り
。
若
し
遽

か
に
該
難
民
を
将
て
内
地
に
護
送
す
れ
ば
、
誠
に
恐
る
ら
く
は
、
𠸄
船
の
再

た
来
た
り
て
訪
拿
せ
ん
と
す
る
も
踪
無
け
れ
ば
勢
い
必
ず
憤
怒
し
、
球
国
は

擾
を
被
る
こ
と
益
々
甚
だ
し
か
る
べ
し
。
是
を
以
て
敝
国
主
は
先
に
咨
文
を

具
え
て
承
等
を
遣
わ
し
て
恭
し
く
齎
し
、
二
号
貢
船
に
搭
駕
し
て
閩
に
来
た

ら
し
め
、
呈
も
て
藩
憲
に
咨
を
給
す
る
を
詳
請
す
る
を
懇
い
て
案
に
在
り
。

　

復
た
行
に
臨
む
の
際
に
於
て
命
を
奉
け
た
る
に
諄
嘱
す
ら
く
、
閩
に
抵
る

の
後
、
当
に
護
送
を
准
さ
る
る
を
蒙
る
を
候
ち
て
、
即
ち
に
須
ら
く
法
を
設

け
、
船
を
購
い
て
梢
を
撥
し
咨
を
齎
し
、
先
に
趕
ぎ
回
る
を
行
い
て
、
以
て

辦
理
す
る
に
便
な
ら
し
む
る
を
准
さ
る
る
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
稟
請
す
べ

し
、
等
の
語
あ
り
。

　

蓋
し
八
重
山
島
は
王
府
と
離
隔
し
地
方
遙
遠
な
る
に
因
り
、
船
隻
、
相
去

く
は
一
年
の
間
に
惟
だ
二
・
三
月
内
の
東
北
の
風
汛
に
乗
ず
る
を
得
る
の
時

に
値
た
り
て
方
め
て
駕
し
て
該
島
に
抵
る
べ
し
。
伏
し
て
思
う
に
、
貢
船
は

向
に
夏
至
の
返
棹
に
係
る
。
若
し
此
の
時
、
回
国
す
る
の
後
を
俟
ち
て
始
め

て
将
に
該
島
に
撥
往
せ
ん
と
す
れ
ば
、
風
汛
も
て
行
き
難
く
、
恐
ら
く
は
本

秋
に
于
て
は
護
送
し
て
閩
に
来
た
る
に
及
ば
ざ
ら
ん
。
況
ん
や
該
難
民
の
人

数
甚
だ
多
け
れ
ば
、
久
し
く
海
隅
に
留
め
ん
か
、
瘠
土
の
区
た
れ
ば
祗
だ
恐

る
ら
く
は
、
供
応
週
か
ら
ず
、
殊
に
未
だ
便
な
ら
ざ
る
こ
と
多
か
ら
ん
。
承

等
、
館
に
在
る
の
各
官
は
、
再
四
籌
商
し
た
る
も
、
惟
だ
迅
や
か
に
咨
を
給

す
る
を
賜
わ
る
を
詳
請
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
籲
懇
す
る
有
る
の
み
。
並
び
に

船
隻
を
購
い
備
え
、
貢
船
上
の
海
道
を
熟
諳
す
る
の
水
梢
を
派
撥
し
、
咨
を

齎
し
趕
緊
に
回
国
せ
し
め
、
以
て
船
を
配
し
て
護
送
し
閩
に
抵
る
に
便
な
ら

し
む
る
を
允
准
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
う
。
庶
為
わ
く
は
妥
協
せ
ら
れ
ん
こ
と

を
。
派
撥
す
る
の
水
梢
の
花
名
・
人
数
を
将
て
另
に
造
冊
を
行
い
て
呈
送
す

る
を
除
く
の
外
、
合
に
亟
や
か
に
情
を
瀝
い
て
稟
を
具
う
べ
し
。

　

伏
し
て
乞
う
ら
く
は
、
俯
し
て
転
詳
す
る
を
賜
わ
り
、
恩
も
て
迅
や
か
に

咨
を
給
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
並
び
に
承
等
、
船
を
購
い
て
趕
ぎ
回
り
、
以
て

護
送
し
て
閩
に
来
た
る
に
便
な
ら
し
む
る
を
准
予
さ
れ
、
本
国
を
し
て
以
て

事
無
き
を
得
さ
し
め
ん
こ
と
を
懇
う
。
深
く
徳
便
為
る
べ
し
」
等
の
情
あ

り
。
転
詳
し
て
司
に
到
る
。

　

当
に
査
す
る
に
、
此
の
案
は
先
に
琉
球
国
中
山
王
世
子
の
移
咨
を
准
け
、

即
ち
に
経
に
情
に
拠
り
て
詳
し
た
れ
ば
、
前
督
憲
よ
り
分
別
に
飭
査
せ
し

め
、
並
び
に
欽
差
大
臣
両
広
督
部
堂
に
移
咨
し
、
夷
酋
に
咨
詢
せ
し
め
、
閩

に
覆
し
て
遵
辦
せ
し
め
、
並
び
に
漂
収
・
査
辦
す
る
の
各
縁
由
を
将
て
附
片

も
て
奏
明
す
る
を
奉
じ
て
案
に
在
り
。

　

嗣
い
で
経
に
興
泉
永
道
よ
り
米
国
領
事
に
照
会
し
て
査
覆
せ
し
め
た
る
と

こ
ろ
、
現
、
琉
球
に
住
ま
る
の
人
は
、
或
い
は
琉
球
国
よ
り
配
船
し
て
載
せ

回
る
も
、
或
い
は
華
国
よ
り
船
を
遣
わ
し
て
往
載
す
る
も
倶
に
可
な
り
、
等



の
情
あ
り
。

　

稟
も
て
前
督
憲
の
批
を
奉
け
た
る
局
の
核
議
に
、
省
局
司
道
よ
り
司
に
移

し
、
琉
球
国
に
は
現
に
何
項
の
便
船
の
、
以
て
着
し
て
内
地
の
民
人
蔡
祥
慶

等
を
将
て
載
せ
回
ら
し
む
る
に
堪
う
る
有
る
や
の
処
を
査
明
せ
し
め
、
咨
も

て
案
に
帰
し
、
核
議
し
て
詳
辦
せ
し
め
ん
こ
と
を
請
う
、
等
の
因
あ
り
。

　

又
、
経
に
福
防
庁
に
檄
飭
し
て
確
査
せ
し
め
、
本
年
、
琉
球
国
は
何
項
の

便
船
の
閩
に
来
た
り
て
、
以
て
着
し
て
内
地
の
民
人
蔡
祥
慶
等
を
将
て
載
せ

回
り
審
辦
す
る
に
堪
う
る
こ
と
有
る
や
無
き
や
、
日
を
剋
し
て
妥
議
し
、
詳

覆
せ
し
め
去
後
れ
り
。

　

茲
に
該
庁
の
詳
に
拠
る
に
（
次
の
如
し
）
。

　

該
夷
使
の
稟
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
八
重
山
島
は
王
府
と
離
隔
し
地
方
遙

遠
な
れ
ば
、
船
隻
往
来
す
る
に
風
汛
は
只
だ
二
・
三
両
月
の
内
に
在
り
て
方

め
て
駕
し
て
該
島
に
抵
る
べ
し
。
貢
船
の
返
棹
に
至
り
て
は
、
向
に
夏
至
に

係
る
。
若
し
此
の
時
、
回
国
す
る
の
後
を
俟
ち
て
始
め
て
該
島
に
撥
往
す
る

を
行
わ
ば
、
風
汛
も
て
行
き
難
く
、
恐
ら
く
は
本
秋
に
于
て
は
護
送
す
る
に

及
ば
ざ
ら
ん
。
咨
を
給
す
る
を
詳
請
し
、
並
び
に
船
隻
を
購
い
備
え
、
以
て

水
梢
を
派
撥
し
、
先
に
咨
を
齎
し
趕
ぎ
回
る
を
行
う
に
便
な
ら
し
め
、
該
民

人
等
を
将
て
船
を
配
し
て
以
て
秋
の
間
に
接
貢
船
隻
に
随
同
し
、
護
送
し
て

閩
に
来
た
る
に
便
な
ら
し
む
る
を
准
さ
れ
ん
こ
と
を
懇
乞
う
」
と
あ
り
。
応

に
俯
し
て
請
う
所
の
如
く
辦
理
し
、
以
て
稽
遅
す
る
を
免
れ
し
め
て
体
恤
を

示
す
べ
き
に
似
た
り
、
と
あ
り
。

　

該
庁
に
飭
し
て
、
迅
や
か
に
該
夷
使
の
購
い
備
え
る
何
項
の
船
隻
を
将

て
、
派
撥
す
る
の
水
梢
の
姓
名
・
人
数
と
同
に
、
日
を
剋
し
て
冊
を
造
り
結

を
取
り
て
詳
送
す
る
を
除
く
の
外
、
合
に
就
ち
に
文
を
具
え
て
詳
請
せ
し
む

べ
し
。
批
示
を
察
核
し
て
以
て
咨
を
給
し
、
備
に
該
国
王
世
子
に
移
し
て
査

照
せ
し
む
る
に
便
な
ら
し
む
れ
ば
、
寔
に
公
便
と
為
す
、
等
の
由
あ
り
。

　

詳
も
て
兼
署
総
督
部
堂
王
（
懿
徳
）
の
批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
に
拠
り
て

已
に
悉
れ
り
、
仰
む
ら
く
は
即
ち
に
咨
を
給
し
、
備
に
琉
球
国
王
世
子
に
移

し
て
査
照
せ
し
め
よ
、
一
面
、
福
防
庁
に
飭
し
て
迅
や
か
に
該
夷
使
の
購
い

備
え
る
何
項
の
船
隻
を
将
て
、
派
撥
す
る
の
水
梢
の
姓
名
・
人
数
と
同
に
、

日
を
剋
し
て
冊
・
結
を
取
造
し
て
詳
辦
せ
し
め
よ
、
遅
る
る
毋
か
れ
、
仍
お

撫
部
院
衙
門
の
批
示
を
候
て
、
繳
す
、
と
あ
り
。

　

又
、
巡
撫
部
院
王
（
懿
徳
）
の
批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
の
如
く
辦
理
せ
し

め
よ
、
仍
お
督
部
堂
衙
門
の
批
示
を
候
て
、
繳
す
、
各
等
の
因
あ
り
。
此
れ

を
奉
け
た
り
。
并
び
に
福
防
庁
の
詳
報
に
拠
る
に
、
該
夷
使
の
購
買
せ
る
梁

士
快
の
商
船
一
隻
は
、
派
撥
す
る
の
水
梢
の
姓
名
と
同
に
冊
を
造
り
て
呈
送

す
、
と
あ
り
て
前
来
す
。

　

合
に
就
ち
に
移
咨
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備
に
貴
国
王
世
子
に
咨
す
。
請

煩
わ
く
は
、
査
照
し
て
迅
や
か
に
八
重
山
島
に
漂
収
す
る
の
内
地
の
民
人
蔡

祥
慶
等
二
百
七
十
一
名
を
将
て
、
向
例
に
遵
照
し
て
官
を
撥
し
、
護
送
し
て

閩
に
来
た
ら
し
め
て
審
辦
せ
し
め
ん
こ
と
を
。
望
む
こ
と
切
な
り
。
速
や
か

な
る
を
望
む
。

　

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計
う
る
に
移
送
せ
る
冊
一
本
あ
り
。



右
、
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）
に
咨
す

咸
豊
三
年
（
一
八
五
三
）
三
月
三
十
日

注
＊
本
文
書
へ
の
回
答
の
咨
文
が
〔
一
九
四―

〇
七
〕
で
あ
る
。

　

（1

）

貴
国
王
世
子
の
咨　

〔
一
九
二―

二
五
〕
。

　

（2

）

遣　

校
訂
本
は
「
遺
」
だ
が
台
湾
本
は
「
遣
」
。

　

（3

）

拿
尽　

す
べ
て
捕
ま
え
る
の
意
か
。

　

（4

）

行
査　

命
じ
て
調
査
さ
せ
る
こ
と
。

　

（5

）

齎
到　

も
た
ら
す
。
持
参
す
る
。

　

（6

）

欽
差　

皇
帝
が
官
吏
を
特
派
す
る
こ
と
。
又
は
特
派
さ
れ
た
官
吏
の
こ
と
。

　

（7

）

両
広
督
部
堂　

広
東
省
と
広
西
省
を
監
督
す
る
総
督
部
堂
の
こ
と
。
こ
の

　

と
き
の
両
広
総
督
は
欽
差
大
臣
徐
広
縉
が
兼
務
し
て
い
た
。

　

（8

）

粤　

粤
省
。
広
東
省
。
粤
は
越
と
同
義
で
、
古
代
、
百
越
の
地
だ
っ
た
こ

　

と
か
ら
い
う
。
南
シ
ナ
海
に
面
し
、
北
は
福
建
省
、
江
西
省
、
湖
南
省
と

　

隣
接
す
る
。

　

（9

）

転
飭　

上
級
機
関
の
命
令
を
下
級
機
関
へ
転
送
す
る
こ
と
。

　

（10

）
興
泉
永
道　

清
代
福
建
省
の
行
政
区
分
の
一
つ
で
、
興
化
府
、
泉
州
府
、

　

永
春
直
隷
州
を
管
轄
す
る
。

　

（11

）
督
同　

監
督
引
率
す
る
。

　

（12

）
巴
遘
士　

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
（John Backhouse

）。
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
。

　

一
八
四
四
年
よ
り
広
東
領
事
館
に
て
書
記
長
（chief clerk

）
を
勤
め
た

　
　

後
、
一
八
四
七
年
か
ら
一
八
五
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
厦
門
の
副
領
事
の

　
　

職
に
あ
っ
た
。

（13

）
公
を
秉
り　

公
平
に
。

（14

）
審
辦　

詳
し
く
調
べ
て
処
理
す
る
こ
と
。

（15

）
聴
候　

（
協
議
の
結
果
や
そ
れ
に
基
づ
く
指
示
な
ど
を
）
待
ち
う
け
る
こ

　
　

と
。

（16

）
族
房　

房
族
と
同
じ
。
家
族
、
親
族
。

（17

）
保
隣　

保
甲
制
に
お
い
て
、
同
一
保
甲
に
属
す
る
隣
り
近
所
の
人
。
族
保
・

　

隣
佑
・
族
隣
と
も
。

（18

）
供
結　

親
供
（
本
人
の
申
請
書
）
、
保
結
の
こ
と
か
。

（19

）
認
真　

誠
実
な
態
度
。
ま
じ
め
に
。

（20

）
泄
延　

な
が
び
か
せ
る
。

（21

）
遷
就　

こ
じ
つ
け
る
。

（22

）
汀
漳
龍
道　

汀
州
府
、
漳
州
府
龍
渓
県
を
管
轄
す
る
分
巡
巡
海
道
か
。
海

　

防
な
ど
を
掌
る
。
道
は
明
の
中
期
よ
り
生
じ
た
地
方
官
制
で
、
若
干
の
府

　

を
統
括
し
、
行
政
は
分
守
道
、
監
察
は
分
巡
道
が
掌
っ
た
。
こ
の
他
、
各

　

省
の
全
域
に
わ
た
り
特
定
の
事
務
を
掌
る
分
司
道
が
あ
り
、
そ
の
職
務
内

　

容
を
も
っ
て
呼
ば
れ
た
（
巡
海
道
・
兵
備
道
な
ど
）
。
こ
れ
ら
を
道
、
道

　

台
、
道
員
と
総
称
す
る
。

（23

）
開
造　

書
き
出
す
。

（24

）
福
臬
司　

福
建
の
按
察
司
。

（25

）
総
局　

清
末
に
置
か
れ
た
新
設
の
特
設
機
関
の
こ
と
か
。

（26

）
鎗
斃　

銃
に
撃
た
れ
て
死
ぬ
こ
と
。

（27

）
𠸄
国
の
夷
酋　

こ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
厦
門
領
事
サ
リ
バ
ン
。

（28

）
転
交　

受
け
取
っ
た
も
の
を
転
送
し
て
渡
す
こ
と
。

（29

）
蘇　

蘇
威
廉
。
サ
リ
バ
ン
（W

illiam
 M

.S
ullivan)

。
イ
ギ
リ
ス
の
厦
門

　

領
事
。
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
前
任
。

（30

）
水
師
官　

水
師
は
船
頭
。
水
手
か
。

（31

）
依
照　

照
依
に
同
じ
。
前
の
通
り
、
そ
の
通
り
。

（32

）
裨
烈
利　

ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
︵C

.W
.B

radley)

。
俾
列
利
と
も
。
道
光
二
十
九

　

年
（
一
八
四
九
）
か
ら
廈
門
の
米
領
事
を
務
め
る
。

（33

）
剌
謬　

も
と
り
あ
や
ま
る
。
食
い
違
う
こ
と
。

（34

）
完
案　

一
件
が
終
結
す
る
こ
と
。

（35

）
核
寔　

核
実
に
同
じ
。
実
際
に
調
査
す
る
こ
と
。



（36

）
移
覆　

回
答
の
咨
文
（
咨
覆
）
を
送
る
。

（37
）
核
辦　

校
訂
本
は
「
核
繳
」
だ
が
、
台
湾
本
、〔
一
九
四―

〇
七
〕
で
は

　
「
核
辦
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
拠
っ
た
。

（38

）
棺
衾　

棺
桶
と
遺
体
を
包
む
着
物
。

（39

）
肇
衅
多
端　

騒
擾
の
発
端
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
。

（40

）
訪
拿　

訪
拿
。
捜
索
し
て
捕
ら
え
る
こ
と
。

（41

）
承　

馬
克
承
の
こ
と
。

（42

）
瘠
土　

地
味
の
や
せ
た
土
地
。

（43

）
籌
商　

検
討
す
る
、
協
議
す
る
こ
と
。

（44

）
籲
懇　

嘆
願
す
る
、
懇
願
す
る
こ
と
。

（45

）
往
載　

載
せ
て
行
く
こ
と
。

（46

）
核
議　

審
議
す
る
こ
と
。
ま
た
審
議
決
定
し
た
事
項
。

2-193-11

福
州
府
海
防
同
知
よ
り
、
八
重
山
漂
着
の
中
国
人
苦
力
の
護
送
許
可
を

通
知
す
る
た
め
、
水
梢
当
真
等
へ
発
給
し
た
護
照

（
咸
豊
三
《
一
八
五
三
》
、
三
、
二
十
三
）

　

特
調
福
州
南
台
海
防
総
捕
分
府
管
水
利
関
課
軍
功
随
帯
加
一
級
尋
常
加

三
級
紀
録
四
次
の
保
（
泰
）
、
護
を
給
す
る
事
の
為
に
す
。

　

案
ず
る
に
、
藩
憲
の
札
も
て
奉
じ
た
る
両
院
憲
の
批
を
蒙
り
た
る
の
興
泉

永
道
の
稟
覆
に
拠
る
に
、
上
年
二
月
の
間
、
内
地
の
民
人
蔡
祥
慶
等
、
𠸄
船

に
搭
載
し
琉
球
国
に
漂
収
せ
る
の
一
案
を
奉
査
し
、
本
年
、
何
項
の
便
船
の

閩
に
来
た
り
、
以
て
着
し
て
内
地
の
民
人
蔡
祥
慶
等
を
将
て
配
載
し
閩
に
到

ら
し
む
る
に
堪
う
る
こ
と
有
る
や
無
き
や
は
、
庁
に
行
じ
て
妥
議
し
て
詳
覆

せ
し
む
べ
し
、
等
の
因
あ
り
。

　

並
び
に
該
国
の
請
諭
夷
使
の
具
稟
に
拠
る
に
、
該
民
人
の
蔡
祥
慶
等
の
現

に
住
ま
る
の
八
重
山
島
は
、
王
府
と
隔
離
し
遙
遠
な
れ
ば
、
船
隻
往
来
す
る

に
風
汛
は
只
だ
二
・
三
両
月
の
内
に
在
り
て
方
め
て
駕
し
て
抵
る
べ
き
を
以

て
、
咨
を
給
し
て
船
を
購
い
、
水
梢
を
派
撥
し
、
先
に
咨
を
齎
し
て
回
国
す

る
を
行
い
、
信
を
報
じ
て
以
て
趕
ぎ
て
本
秋
に
於
て
該
民
蔡
祥
慶
等
を
将
て

接
貢
船
隻
に
随
同
し
、
護
送
し
て
閩
に
来
た
ら
し
む
る
に
便
な
ら
し
め
ん
こ

と
を
稟
請
す
、
等
の
情
あ
り
。
業
経
に
詳
も
て
大
憲
の
示
准
を
奉
け
た
り
。

　

並
び
に
該
夷
官
の
稟
報
に
拠
る
に
、
買
い
得
た
る
所
の
閩
邑
の
船
戸
梁
士

快
の
柴
船
一
隻
の
船
身
、
長
さ
五
丈
一
尺
五
寸
、
闊
さ
一
丈
四
尺
五
寸
、
牌

名
は
梁
財
利
な
り
。
船
契
を
抄
粘
せ
り
。
並
び
に
該
船
戸
の
梁
士
快
は
、
甘

結
・
原
領
の
船
照
を
売
ら
ん
こ
と
を
愿
う
。
派
撥
す
る
の
水
梢
当
真
等
十
四

名
及
び
撥
装
せ
る
圧
載
貨
物
の
冊
・
結
を
造
送
す
、
と
あ
り
て
前
来
す
。
分

別
し
て
核
転
し
、
並
び
に
拠
け
と
り
て
繳
め
た
る
船
照
を
将
て
籍
県
に
移
還

し
て
核
銷
せ
し
め
、
一
面
、
兵
を
撥
し
て
護
送
せ
し
む
る
を
詳
請
す
る
を
除

く
の
外
、
合
行
し
く
照
を
給
し
執
を
付
す
べ
し
。

　

此
れ
が
為
に
琉
球
国
の
水
梢
当
真
等
に
照
を
給
し
て
齎
執
せ
し
め
、
即
便

に
遵
照
し
、
咨
を
齎
し
て
回
国
せ
し
む
べ
し
。
沿
途
、
如
し
経
過
の
関
津
、

隘
口
に
て
照
を
験
ず
る
有
ら
ば
放
行
し
、
留
難
し
て
阻
滞
す
る
を
得
る
毋
か

れ
。
回
国
の
日
を
俟
ち
て
、
該
夷
梢
、
仍
お
護
照
を
将
て
王
府
に
呈
繳
し
、

本
秋
接
貢
船
隻
の
閩
に
到
る
を
俟
ち
て
閩
に
来
た
る
の
夷
官
に
飭
交
し
、
稟

も
て
繳
め
察
銷
せ
し
む
べ
し
。
違
う
毋
か
れ
。


